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要　旨
本研究の目的は，日本の上場企業を対象に，気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）への賛同表明に関する決定要因，および，TCFDへの賛同表明が企業価値に及ぼす影響を検証することにある。賛同表明の決定要因に関する検証からは，（1）規模が大きい，（2）環境にセンシティブな産業に所属する，（3）環境パフォーマンスが高い，（4）社外取締役比率が高い，（5）安定株主持株比率が低い企業ほど，TCFDに賛同する傾向にあることが分かった。また，企業価値への影響に関する検証から，TCFD賛同企業は非賛同企業に比べてその後の企業価値が高い傾向にあることが判明した。この検証結果は，TCFD賛同に関する内生性を考慮した2段階処置効果モデルおよび傾向スコアマッチングを用いた場合においても頑健である。本稿で得られた分析結果は，学術的な貢献のみならず，政策立案ならびに情報開示実務に対する示唆をもつ。
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